
平成 24 年食中毒発生状況の概要について 

 

                              

平成２５年６月 

厚生労働省食品安全部 

 

1．発生状況（事件数、患者数、死者数） 

 

 平成 24 年に国内で発生した食中毒事件数は 1,100 件（対前年+38 件）、患者数

26,699 人（対前年＋5,083 人）、死者数 11 人（前年と増減なし）であった。 

 また、患者 500 人以上の食中毒は 2 件発生した（前年は 3 件）。   

 

２．月別発生状況 

 

 食中毒事件の発生が最も多かった月は，12 月の 151 件（13.7％）で，次いで 10 月の

112 件（10.2％），6 月の 102 件（9.3％）の順であった。患者数では，12 月の 7,981

人（29.9％），11 月の 2,897 人（10.9％），1 月の 2,819 人（10.6％）の順で多く，10

～12 月の患者数は 12,182 人であった。 

 

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

細菌 18 15 25 26 36 65 53 57 52 34 18 20

ウイルス 66 49 66 30 5 9 7 2 5 13 58 122

化学物質 1 0 0 1 1 5 5 0 0 2 0 0

植物性自然毒 1 1 1 4 1 2 1 0 2 52 4 1

動物性自然毒 2 1 4 2 1 1 3 1 1 3 4 4

その他 8 10 5 9 11 16 8 9 13 6 10 2

不明 2 1 0 2 2 4 6 5 3 2 1 2
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図 1：平成 24 年月別発生状況（事件数） 
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

細菌 167 178 158 202 337 649 857 1,075 1,334 559 327 121

ウイルス 2,594 987 2,290 1,071 315 312 307 19 92 384 2,473 7,793

化学物質 19 0 0 5 7 29 13 0 0 63 0 0

植物性自然毒 3 3 2 6 5 13 2 0 14 160 8 2

動物性自然毒 3 2 7 2 1 1 7 3 1 10 5 7

その他 14 46 14 44 51 109 76 34 15 14 42 32

不明 19 26 0 125 28 82 71 470 201 114 42 26
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図２：平成 24 年月別発生状況（患者数） 

 

 

３．病因物質別発生状況 

 

○ 病因物質別の事件数を見ると，ノロウイルス（416 件，37.8％），カンピロバクタ

ー・ジェジュニ／コリ（266 件，24.2％），ブドウ球菌（44 件，4.0％）の順で多か

った。病因物質別の患者数は，ノロウイルス（17,632 人，66.0％），カンピロバク

ター・ジェジュニ／コリ（1,834 人，6.9％）ウェルシュ菌（1,597 人，6.0％）の順

で多かった。（図３、４） 

○ 腸管出血性大腸菌による食中毒は，事件数 16 件（1.5％），患者数 392 名（1.5

％）で，血清型 O157 以外に O111、O26、O121 等によるものも発生した。 

○ 病因物質別発生状況の年次別推移では、腸炎ビブリオ及びサルモネラ属菌は、事件

数、患者数ともに、減少傾向にある。 

○ 平成９年に病因物質としてノロウイルス（当初は小型球形ウイルス）を追加して以

降、ノロウイルスを原因とする食中毒事件が事件数、患者数ともに高い値で推移して

いるが、平成 24 年のノロウイルスによる食中毒事件数 416 件は直近 10 年で２番目、

患者数 17，632 人は３番目の多さとなった。 

○ 病因物質その他の食中毒事件 107 件、患者数 491 人のうち、クドア・セプテンプン

クタータによる食中毒事例は 41 件、患者数 418 人、サルコシスティス・フェアリに

よる食中毒事件は 1 件、患者数３人であった。なお、平成 25 年 1 月より、これら寄

生虫についても食中毒事件票に記載し、統計を取ることとなった。 

 



14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年

サルモネラ属菌 465 350 225 144 124 126 99 67 73 67 40

ブドウ球菌 72 59 55 63 61 70 58 41 33 37 44

腸炎ビブリオ 229 108 205 113 71 42 17 14 36 9 9

病原大腸菌* 97 47 45 49 43 36 29 36 35 49 21

ウエルシュ菌 37 34 28 27 35 27 34 20 24 24 26

セレウス菌 7 12 25 16 18 8 21 13 15 10 2

カンピロバクター 447 491 558 645 416 416 509 345 361 336 266

ノロウイルス 267 278 277 274 499 344 303 288 399 296 416
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14年 15年 16年 17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年 24年

サルモネラ属菌 5,833 6,517 3,788 3,700 2,053 3,603 2,551 1,518 2,476 3,068 670

ブドウ球菌 1,221 1,438 1,298 1,948 1,220 1,181 1,424 690 836 792 854

腸炎ビブリオ 2,714 1,342 2,773 2,301 1,236 1,278 168 280 579 87 124

病原大腸菌* 1,641 1,559 939 1,839 1,081 1,576 616 341 1,406 1,681 611

ウエルシュ菌 3,847 2,824 1,283 2,643 1,545 2,772 2,088 1,566 1,151 2,784 1,597

セレウス菌 30 118 397 324 200 124 230 99 155 122 4

カンピロバクター 2,152 2,642 2,485 3,439 2,297 2,396 3,071 2,206 2,092 2,341 1,834

ノロウイルス 7,746 10,603 12,537 8,727 27,616 18,520 11,618 10,874 13,904 8,619 17,632
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図３：平成 14～24 年食中毒事件数推移  図４：平成 14～24 年食中毒患者数推移 

 

４．原因食品・施設別発生状況 

 

○ 原因食品の判明したものは，事件数 911 件(82.8％），患者数 19,807 人（91.6％）

であった。 

○ 原因食品別の事件数を見ると，魚介類（150 件，13.6％），複合調理食品（74 件，

6.7％），野菜及びその加工品（71 件，6.5％）の順で多かった。 

○ 原因食品別の患者数は，複合調理食品(2,293 人，8.6％)，次いで魚介類（1,221 人，

4.6％），菓子類（873 人，3.3％），穀類及びその加工品（713 人，2.7％）の順で多

かった。 

○ 原因施設の判明したものは，事件数 959 件(87.2％)，患者数 26,041 人(97.5％)で

あった。 

○ 原因施設別の事件数を見ると，飲食店(614 件，55.8％)に次いで家庭（117 件，

10.6％），旅館（66 件，6.0％）の順で多かった。  

○ 原因施設別の患者数は，飲食店（11,286 人，42.3％），仕出屋（6,353 人，23.8

％），旅館（3,649 人，13.7％）の順で多かった。 

 

５．その他 

 平成 24 年食中毒発生状況の詳細等については、厚生労働省食品安全部ホームページ

「食中毒に関する情報」（http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/）で公開している。 

 

 



原因施設
都道府県

発病年月日
原因施設

種別
原因食品名 原因食品種別 病因物質種別 患者総数 死者総数

摂食者総
数

1 山梨県 2012/12/11 仕出屋 弁当 その他-食事特定 ウイルス-ノロウイルス 1,442 0 3,775

2 広島市 2012/12/10 仕出屋 弁当 その他-食事特定 ウイルス-ノロウイルス 2,035 0 不明

原因施設
都道府県

発病年月日
原因施設

種別
原因食品名 原因食品種別 病因物質種別 患者総数 死者総数

摂食者総
数

死者年齢

1 札幌市 2012/8/2 製造所
漬物（白菜きりづ
け）

野菜及びその加
工品-その他

細菌-腸管出血性大腸
菌（ＶＴ産生）

169 8 不明
1～4歳：１人
70歳～：７人

2 函館市 2012/4/7 家庭
トリカブトのおひ
たし

野菜及びその加
工品-その他

自然毒-植物性自然毒 3 2 3
40～49歳：1人
70歳～：１人

3 長崎県 2012/3/20 家庭
アオブダイ（推
定）

魚介類-その他 自然毒-動物性自然毒 3 1 6 70歳～：１人

患者数５００人以上の事例（平成２４年）

死者の出た食中毒事例（平成２４年）



参考

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 総計
2012 1 3 2 4 5 11 7 3 0 1 2 2 41
2011 - - - - - 2 1 5 14 6 4 1 33

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 総計
2012 7 37 11 39 45 103 75 28 0 9 32 32 418
2011 - - - - - 35 12 35 238 67 70 16 473

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 総計
１．事件数

Kudoa septempunctata 食中毒事例

１．事件数

２．患者数

Sarcocystis fayeri  食中毒事例
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1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 総計
2012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1
2011 - - - - - 0 0 0 2 0 0 0 2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 総計
2012 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 3
2011 - - - - - 0 0 0 11 0 0 0 11

２．患者数
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